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信濃川火焔街道連携協議会 縄文サミット開催 

～火焔の国の首長大集合・火焔型土器を聖火台に～ 

～ 

 信濃川火焔街道連携協議会は、「火焔型土器」を代表とする「縄文」をキーワー

ドに地域振興や広域観光などを推進する協議会で、現在、新潟市、三条市、長岡市、

十日町市、津南町の５市町が加盟しています。 

 三条市で初めての開催となる今回の縄文サミット（平成２６年度協議会総会）で

は、「火焔型土器を２０２０年東京オリンピック・パラリンピックの聖火台に」を

目指すアピール宣言を行います。 

第１３回縄文サミット（信濃川火焔街道連携協議会総会） 

と き   ７月１０日（木）午前１１時～午後１時  

ところ   諸橋轍次記念館 研修室（２階） 

出席予定者：新潟市長、三条市長、長岡市長、十日町市長、 

津南町長、協議会顧問ほか 

    内 容 

・協議会顧問 小林達雄 新潟県立歴史博物館名誉館長に 

 よる講話 

・「火焔型土器を２０２０年東京オリンピック・パラリン 

ピックの聖火台に」を目指すアピール宣言（午後０時 

４０分頃報道発表予定） 

          

 

担当：生涯学習課 文化財係 田村・勝山 

電話：０２５６－４６－５２０５ 

長野遺跡出土火焔型土器 
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